













促進が観察された。遺伝子の発現解析から、E-Cadherin など EMT マーカー遺伝子や EMT 誘導
転写制御因子の発現変化に JMJD3 が関与することがわかった。さらに、これらの遺伝子も含め
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制御因子 ZEB1 や ZEB2 の発現変化にも関与
することがわかった。こうした遺伝子が、
JMJD3 酵素の直接の標的遺伝子かどうか調
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